
○　本校の概要 令和7年3月4日

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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70%
未満
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

3

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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３：
80%
以上

成果
評価

令和６年度　大田区立高畑小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇学校規模　　〔児童数〕８４６名　　　　　〔学級数〕２７学級　　　　　〔教員数〕３４名
〇学校状況　　〔環境〕近くに多摩川が流れ、教育活動に活用している。近隣に大型マンション等の建設が進み、近年児童数が増加している。教室等の確保のため、第一校庭に増築校舎を建設し、今年度から使用している。
 　　　　　　　　　〔特色ある教育活動〕　１　　「高畑スタンダード」を基本とした学習指導・生活指導を展開することで、全学級共通の学習・生活の基本的態度を定着させ、学習の基礎基本の習得・定着を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　２　　二つの校庭を有するなど区内屈指の恵まれた学習環境を活かし、体育授業や全校での取組等を充実させ、体力の向上を図る。

1

学校関係者記入欄

4

①
・全学年で自学自習を家庭学習に位
置付け、児童が主体的に探究的な学
びや教科横断的な学びに取り組める
よう指導している。
・理科指導専門員から各学年１回ず
つ授業についての指導を受け、理科
の授業力向上を図っている。

②
・体験活動については、生活科や総
合的な学習の時間を中心に、できる
限り実施することができた。
・児童数の増加に伴い、校外学習場
所の選定や引率が課題になってい
る。他の大規模校との情報共有や実
施方法の見直しを進めていく。
・毎学期の初めと終わり、運動会や音
楽会等の全校行事の際には「キャリ
ア・パスポート」を活用して振り返り・
自己評価を行っている。

③
・児童一人一台タブレットPCを活用し
た授業を全学級で毎日行っている。
今年度は特に「オクリンクプラス」の活
用を進め、児童の学び合いを促して
いる。
・児童はタブレットPCの操作に慣れ、
主体的に活用している児童も少なくな
い。情報モラル教育も併せて進めて
いく。

①
・１，２年生は年間８時間、３，４年生
は年間３５時間、５，６年生は年間７０
時間、外国語（英語）による学習を
行っている。ほとんどの時間に外国
語教育指導員が入り、英語に慣れ親
しみながら学習している。
・外国語専科教員が６月から病休に
入ったため、急遽担任が指導を行うこ
とになった。外国語活動および外国
語科の指導についての確認や共通
理解を年度当初に担任も含めて行っ
ておくようにする。

②
・社会科や道徳の授業を中心に、異
文化理解や人権尊重について考える
機会を設定している。

③
・新聞やテレビ離れが進み、ニュース
や時事問題への児童の関心は低い。
社会科や総合的な学習の時間を中
心に、社会課題を自分事として捉え、
考えられるよう指導している。１月に
は、JICA海外協力隊としてマダガスカ
ルへ派遣されている都の教員とのオ
ンライン授業を５，６年生で行った。

4

①
・道徳科を中心に全学級で道徳教育
の充実に努めている。道徳授業地区
公開講座を９月に実施し、授業を公
開するとともに、保護者との連携や共
通理解を図る場としている。
・読書学習司書や図書ボランティア、
六郷図書館と連携して、読書目標や
読書月間の設定、読み聞かせの充実
等、読書活動を推進し、豊かな情操
の育成を図っている。

②
・算数少人数指導教員と時間講師の
加配により、学級数＋２展開の習熟
度別算数を３年生以上で行い、学習
内容の定着を図っている。
・区の学習効果測定をもとにして、授
業改善プランを作成し、各自が指導
に生かしている。１学期末には、学習
効果測定を行った全児童に学習カウ
ンセリングを行い、課題を確認した。
・朝学習の時間を週３回設定し、各学
年の課題となっている内容の習熟を
図っている。放課後補習教室は年間
６回行い、基礎・基本の内容のさらな
る習熟を図っている。

③
・年２回の「早寝早起き朝ごはん月
間」を設定し、チェックカードを用い
て、児童の生活を見直す機会を作り、
保護者と連携して取り組んでいる。
・年３回の業間体育や体力向上の取
組を第一校庭も活用して行い、児童
が楽しみながら体を動かす機会を増
やすように計画実施してきた。
・１月には体育・健康教育地区公開講
座を実施し、保護者や地域に授業を
公開するとともに、保護者との連携や
共通理解を図る場としている。

④
・年４回の小中一貫教育の日、六郷
中の生徒が来校してのあいさつ運
動、近隣園の年長児と１年生の交流
を実施し、保幼小や小中の連携やス
ムーズな接続を図っている。

4

２：
70%
以上

１：
70%
未満

４：
90%
以上
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Ｃ
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・自学自習の成果が廊下に掲示してあり、いきものくらぶ所属
の児童がカエルについてまとめている様子を見ることができ
た。掲示スペースは限られていると思うが、各クラスで掲示して
もらえると こどもたちも励みになると思う。

・タブレットが壊れても先生では「対応できない」と突っぱねら
れ、タイピングができず、画面に手入力している児童が散見さ
れると聞いている。児童が使うタブレットは一定割合で壊れる
ことが想定されますから、フォローできないのであればそもそも
使うべきではないとすら思う。

・タブレットPC等を悪い方向にすすまないように指南を。

・家庭環境や家庭学習は格差があると思われる中での学習の
進め方は大変だと思う。これからも児童一人ひとりに合わせて
の対応をしていただきたい。

・児童数の増加に対応するために教師側の打合せ等が十分
にされているということを運動会や音楽会での活動で感じるこ
とができた。

・時代の流れの中、新しい試みがなされ、成果が上がっている
ようで、とても喜ばしいことである。

・児童の対応に追われ、毎日の事務作業や授業計画立案な
ど、教員の業務は山積みなので、特殊な教科である理科につ
いて理科指導専門員からの指導があることは適切である。し
かし、各学年１回という回数よりも、必要に応じて対応を図るべ
きである。

・PTAの委員会係化に伴い、数年間は6ポイント制が残りなが
らも係数が児童数を超えないため、矛盾が生じてしまう。割り
振れるお手伝いがある場合は声をかけてほしい。

・六郷地域の伝統芸能に流鏑馬、獅子舞がある。どちらも児童
しかできない芸能であるので、ぜひ授業に取り入れていただけ
たらと思う。

・様々な相手とのコミニユケーションを取りながら、個々の英語
力が高まると良いと思う。

・教師不足の中での授業は大変だと思うが、工夫して進められ
ていることが分かった。

・多様性の時代であり、少しずつでも外国語に触れる機会やや
社会性をもつ機会がもてているようである。

・病休中の指導員が激務から休職していないことを願う。児童
数増により教員の負担が増えないように、管理職は気を配って
ほしい。

・海外とのオンライン授業は、どのようにして児童に現実感を
与えているか興味がある。

・１人しかできないものに対するリスクマネジメントとして適切と
考える。

・学区域に図書館がないのに平均読書冊数が目標以上なこと
に大変驚いた。高畑読み聞かせの会や六郷図書館の方、司
書の先生のご協力も大きいのではないかと思う。

・本だけでなく、様々な形で情報を得られる時代になったが、知
識の泉である本に少しでも触れられるよう、廊下に置いてある
本棚での工夫がしてあることに感心した。

・公開授業への保護者の参加が多く、驚いた。

・道徳性、学力の育成、基礎体力の向上等、人間力が特に養
われている結果が出ているようである。

・道徳教育は、保護者とも共有して良い内容と思う。昨今は価
値観の多様化で、常識のない大人も増えているため、基礎学
力の定着は続けてほしい。

保護者アンケート「学校
は、タブレット端末や
ICT環境を効果的に活
用した指導をしていると
思う」と答えた割合
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以上
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以上
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る
力
を
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成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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保護者アンケート「学校
は、国際社会や地域社
会に関心をもち、他者
を尊重しながら関わる
態度を育む指導をして
いると思う」と答えた割
合。

保護者アンケート「学校
は、朝学習、家庭学
習、算数習熟度別指
導、放課後補習教室
等、基礎学力の定着の
ための取組を積極的に
行っていると思う」と答
えた割合
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ 0

Ａ 8

１：
70%
未満

Ｄ 0

Ａ 8

Ｃ 0

４：
90%
以上

３：
80%
以上

２：
70%
以上

3

4

3

Ｃ 1

4

4

３：
80%
以上

1

Ｂ 1

Ｂ 1保護者アンケート「学校
は、保護者や地域と積
極的に協力・連携しな
がら教育活動を進めて
いると思う」と答えた割
合

①
・学校支援地域本部や高畑読み聞か
せの会と連携し、夏のわくわくスクー
ルの実施や読書月間での読み聞か
せ、授業支援ボランティアの募集等を
実施してもらっている。

②
・町会やPTAによる交通安全週間の
登校時の見守り、PTAによる毎週水
曜日の下校時の見守りを実施してい
る。

③
・道徳授業地区公開講座や体育・健
康教育地区公開講座、セーフティ教
室等の講演会には、PTAと連携して
多くの保護者が参加できるようにして
いる。PTA主催の家地教講演会も実
施している。

Ｄ 0

Ｃ 0

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

4

4

3

4

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

Ａ 7

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4

２：
70%
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

４：
90%
以上

２：
70%
以上

３：
80%
以上

３：
80%
以上

保護者アンケート「学校
は、事故防止に努める
とともに、事故や問題
が発生したときには適
切に指導・対応してい
る」と答えた割合

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：
90%
以上

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

保護者アンケート「学校
は、こどもの学力向上
のために、指導内容や
指導方法を工夫し、分
かりやすい教え方をし
ていると思う」と答えた
割合

２：
70%
以上

１：
70%
未満

保護者アンケート「学校
は、規範意識や社会性
を育成するため心の成
長を考えた活動を積極
的に行っている」と答え
た割合

４：
90%
以上

１：
70%
未満

１：
70%
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 7

Ｂ

Ｄ

0

Ｂ 2

①
・学級増に伴い新校舎を増築し、今年
度から使用している。
・全教職員で毎月校内の安全点検や
年３回の地域点検（学区域内の危険
箇所の確認）を行い、校内外の安全
を確認している。必要に応じて用務主
事や業者による補修等を随時行って
いる。

②
・毎月避難訓練や安全指導を行い、
安全教育の充実に努めている。消防
署や警察署、区役所とも連携して、交
通安全教室や自転車教室、煙体験や
起震車体験等を実施し、児童が体験
的に安全についての学習ができるよ
うに計画・実施している。

4

・支援本部実施の夏のわくわくスクール内でも、防災をテーマ
に講座を実施できたらと考えている。

・給食室改良のため２学期から年度末までのお弁当持参とな
り、保護者へは大きな負担となったと思われるが、みなさん好
意的で協力的だと感じている。

・地域の協力もあって、校外での活動の様子がとても良いよう
である。

・防災について良い動機付けとなる訓練は大切である。

・支援本部の活動は、学校の協力なしではできないことばか
り。私どもの活動へのご理解、ご協力、本当に感謝している。
今後、栽培委員会の花壇の作業のお手伝いや、校内の樹木
の管理など、地域の方と一緒に活動できたらと検討中。

・もっと学校と地域（町会）との連携を強く進めると良いと思う。

・町会行事へのPTAの方の参加が今年度は多いように見受け
られた。地域のイベントに参加することで、地域の方も学校へ
の関心をもてたと思う。

・ボランティアや町会、PTAとの協力・連携がとれている様子で
ある。

・夏のわくわくスクールは、学校支援地域本部の保護者メン
バーが奮闘を続け、大変尽力している。児童数増のため、有
償のコーディネーターの人数を増やすべきである。全員の教
員にも講座を担当してほしい。

・教員向けのマナー講習を検討している話もあり、先生方の学
ぼうとする意欲を感じた。

・朝７時過ぎには出勤し、授業準備等をされている先生方には
頭が下がる。

・限られた授業数の中、自己研鑽を鑑みると、先生方の御苦
労は幾ばくのことと思う。結果が出ているようで何よりである。

・児童増、業務増により、教員の負担は確実に増え、教職志望
者が減少している話も聞く。ベテラン教員からの様々な技術や
知恵の伝授は続けてほしい。

・③は幅が広くて難しい。ウェルビーイングが幸福感を高める、
などがあげられるので少し違ったように思えたが、明確な答え
がないのも事実かと。

①
・今年度は「考えを伝え合い、共に学
び合う児童の育成～協働的な学びが
できる授業作りを通して～」を研究主
題として、校内研究を進めている。全
学年で１回ずつ研究授業を行い、協
働的な学びの充実に向けた授業改善
に全教員で取り組んでいる。

②
・主任教諭全員が講師となってそれ
ぞれの経験や専門性を生かしたOJT
を年間17回行い、若手教員の指導力
向上を図っている。

③
・教職員の会議の精選やICT活用に
よる校務改善を推進し、授業準備や
指導の充実に向けた時間の確保を
行った。

4

・学校に行くと、教室に入れない児童の個別対応をしている先
生をよく見かける。先生の人数にも限りがある中、児童に寄り
添った対応に感謝している。支援本部いきものくらぶの生き物
たちが、そういう児童の気持ちを和らげる効果になればと思
い、活動を続けたいと思っている。

・いじめの報告が放置され、結果として状況が悪化することが
あった。

・家庭へのコミュニケーション支援を充実させることで、児童が
自分らしく生きる知恵がもてると思う。

・年度初めの公開授業ではクラスの中に入れない児童が見ら
れたが、後半の公開授業ではみんなが楽しそうに授業を受け
ていると感じられた。

・不登校になってしまった児童に対するクラスの児童の反応が
気にかかる。長期不登校の児童については根気強くつながっ
ていってほしいと思う。

・学校や社会の中での諸々の問題にも取り組めている結果が
出ているようである。

・多少のいざこざを体験し、乗り越える力を身に付けることも必
要であるが、教員は学校内の死角などにも気を配り、許容範
囲を超えた言動に対してはきちんと注意してほしい。

・地域教育連絡協議会でも、いじめと認知した件数などが議題
にあがり、積極的に取り組まれていると考える。教室には行け
ないが学校には来られる子への対応もよいと考える。

①
・特別支援校内委員会を毎月行い、
話題になったことを各学年で共通理
解し、指導に役立ててきた。特別支援
教室巡回教員ともこまめに連携し、通
室児童の指導に生かすとともに、通
室が必要な児童の入室につなげてい
る。

②
・こどものこころサポート月間を年に３
回設定し、全児童による「いじめアン
ケート」や３年生以上による「Web
QU」を行っている。調査の結果を基に
指導や声かけを工夫したり、個人面
談を行ったりしながら、児童の心のケ
アに努めている。
・いじめを積極的に認知し、毎月のい
じめ・不登校対策委員会での情報共
有や、管理職や生活指導主任、学年
主任を中心とした組織的な対応を早
期から行っている。

③
・今年度から登校支援のための「第二
保健室」を新設し、登校支援コーディ
ネーターや登校支援員を中心に、登
校渋り、教室渋りがある児童への支
援を行った。
・不登校児童に対しては、養護教諭
やスクールカウンセラーと連携しなが
ら、家庭との連絡を定期的に行い、学
校との関係を維持できるように努め
た。毎月のいじめ・不登校対策委員
会で情報を共有し、必要に応じて関
係機関とのケース会議やオンライン
授業も実施している。

4


